
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】底がである常用対数を上手く活用して値を求めよう

□常用対数 

　大きい数や小さい（正の）数は，天文単位  や物理定数に

ある電子の質量  のように，  を用いて表すことがある。そこで，正の数は，

この表示法を浮動小数点表示といい，

の桁数が有効数字の桁数を表している。

良く用いられる例として

　アボガドロ定数   

　光の速度  

　電子の質量  

などがある。

次の形で表すことができる。

　　　　　　　  　　ただし，は整数で，

ここがわかれば，あとは

小数点の位置を決めるだけ

    において

整数部分を　その常用対数の指標

小数部分   をその常用対数の仮数という。

ガウス記号を用いると    でもある。







   







であるから，

  の値の範囲は

  である

　このとき，   は次のように整数と   の和で表される。

　　     

　　　　　　     

　　　　　　    

 で表せる数は

   

整数値となる

　を底とする対数を常用対数という。

例１１）  ，  ，

　　　　　　  ，　  

　　　　　　  ，　　  ，　

　　　　　　  　　　　　　
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    

    

    

    

    

    

    

 

　教科書巻末の常用対数表には，

が，，……，のときの常用対数

   の値を，その小数第位を四捨五入して，

小数第位まで載せてある。

それを用いて，正の数の常用対数の値が求められる。

　の最初の「」は

省略されている

問６）　巻末の常用対数表を用いて，次の数の常用対数の値を求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　  





  





  


（１になるまで）

小数点を移動させた数に注目

 真数 であるから

表から読み取る

      

     

     

  

　　　　　　



      

    

    

  

　　　　　　

　　　　　　

 以上未満の数  □ 

の形に整理する!

      

　　　　　　     

　　　　　　  

　　　　　　

　　　　　　



数字の並び方が同じで

小数点の位置だけが違う数字の常用対数は

すべて仮数が同じである。

（小数点の位置は指標が決めるため）
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　   




　　　　　　　     

　　　　　　　

　　　　　　　

例１２）　  ，  とする。

　　     
 

　　　　　　　　

　　　　　　　　

  





　　　　　      

　　　　　   

の変形はよく使われる

　桁の常用対数表は桁目を四捨

五入しているため，計算方法によっては答え

に多少のずれが生じることもあるので注意が

必要。

     

　　　　　   

　　　　　 

　　  
 

 
　　　

　　　　　　　 




　　　　　　　 

ヘンリー・ブリッグスが、ジョン・ネイピアと議論をして、常用対数表を作成したので

「ブリッグスの対数」とも呼ばれる。

　　マグニチュード    、

　　水素イオン指数   



、

　　デシベル   





のように、科学的な調査における測定値の対数的な性質を調べる場合に用いられている事が多い。

ブリッグスは年に８桁，年に桁の常用対数表を出版した。

また，分野によっては底のが省略されたり，他の対数と区別するために「」や「」という表記

になったりすることもある。（情報理論などではは二進対数（底がの対数）を示すこともある）
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有効数字はその目的に合わせて

有効桁数を何桁にするかが重要である。
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